
ヽ　　　　)

日五十月六年三和昭
臆　　臆　　臆‾‾　　◆　　　　　　音　　　　音

確聞圏

は

た

め

な

晴
間関野報

就
任
班
挨
拶
巻
韓
上
げ
ま
す

町
　
長
　
青
　
山
∴
虎
　
三

今
回
騎
町
長
堅
陣
川
愚
僧
氏
が
去
る
五
月
四
日
附

を
以
っ
て
衝
噴
週
な
さ
訂
ま
し
て
巽
の
後
任
と
し

て
議
員
諸
君
の
熟
め
な
る
御
推
嬰
を
受
け
ま
し
て

不
省
の
瀧
が
浅
牽
塞
才
の
身
を
も
顧
み
ず
施
薬
職

を
お
ぅ
け
す
る
事
に
な
っ
た
の
で
鋤
座
小
ま
す

鋤
承
知
の
通
り
我
京
都
府
に
於
で
錮
即
燈
の
大
典

を
行
わ
や
ら
る
ゝ
意
義
の
あ
る
最
も
芽
戦
度
い
年

で
あ
り
叉
本
町
こ
し
て
日
ざ
ま
し
い
蜜
展
の
機
運

に
際
画
し
て
ゐ
る
時
に
掌
り
、
去
る
亜
月
十
二
日

の
町
命
に
放
て
満
場
一
致
の
繊
維
薦
を
発
け
て
地

重
職
に
就
任
致
し
ま
す
聾
は
親
身
に
き
り
ま
し
て

無
上
の
光
祭
か
つ
は
家
門
の
名
馨
之
れ
に
過
す
町

民
諸
君
の
御
国
鰭
に
濁
し
て
蒲
膣
の
感
謝
を
捧
げ

る
次
第
で
鯛
媛
い
ま
す

前
町
長
苗
川
氏
が
獅
就
任
以
衆
参
軍
閥
ヶ
月
の
某

闇
燃
ゆ
る
が
如
き
熱
誠
を
以
っ
て
内
外
英
に
多
尊

命
多
端
で
あ
っ
た
町
政
を
、
立
派
に
絢
慶
置
下
さ
っ

た
襲
鈎
奮
闘
観
功
績
は
、
私
が
滋
に
申
上
げ
る
適

も
な
く
町
民
諸
君
の
深
く
銘
蝿
し
て
、
感
謝
し
て

い
ら
れ
る
轟
き
存
じ
ま
す
、
是
登
く
前
町
長
の
高

邁
な
る
人
格
識
見
と
深
さ
鋤
経
験
の
賜
で
街
燈
い

躍
溜
三
年
六
月
十
五
日
琵
行

編
輯
祭

欝

待

人

　

　

南

　

　

由

　

捨

印
爛
入
　
　
　
善
　
　
山
　
　
南

補
説
貌
籍
臓
範
龍
郷

護
符
瞬
　
　
京
都
府
綴
喜
郡
田
邁
町
役
場

ま
す
、
然
る
に
私
如
き
隼
少
罪
才
の
者
が
兜
織
経

験
の
深
い
人
格
者
の
後
を
う
け
撥
ぎ
ま
し
て
果
し

て
前
町
長
が
お
寒
げ
に
な
っ
た
進
展
と
盤
解
き
を

失
墜
さ
せ
る
琵
な
く
、
更
に
今
後
の
進
歩
を
賢
現

し
得
る
で
あ
ろ
う
か
に
裁
て
ば
深
く
自
ら
憂
慮
し

て
居
る
の
で
繊
塵
い
ま
す
　
　
　
　
　
　
′
/

然
し
な
が
ら
私
の
最
も
カ
騒
く
感
じ
て
居
り
ま
す

る
撃
は
、
町
民
裔
着
金
俗
が
熟
庵
に
営
局
に
繊
援

助
下
さ
る
事
で
鏑
座
い
ま
す
、
蹄
す
迄
も
な
く
白

墨
雑
器
識
盤
欝
羅
轟
講
弼

衷
協
力
し
て
、
共
存
共
集
の
攫
怨
に
向
ひ
歩
一
歩

ご
賢
賞
な
歩
み
を
遅
め
ね
は
な
ら
ぬ
も
の
で
鋤
塵

い
ま
す
、
私
は
唯
至
誠
一
擾
魯
鈍
に
鞭
ち
粉
骨
碕

身
の
襲
悟
で
も
つ
て
、
微
力
の
あ
ら
ん
限
り
本
撃

の
筋
轟
痺
す
る
厳
存
で
居
り
ま
す
か
ら
き
つ
か
欝

榛
の
深
甚
な
る
絢
同
館
ビ
繍
後
暖
を
肴
望
し
て
や

ま
ね
の
で
御
座
い
ま
す

今
や
本
町
も
多
隼
の
希
望
で
あ
り
ま
し
た
賓
抱
磯

閲
の
開
通
も
駿
ヶ
月
の
筏
に
見
る
聾
が
濫
泰
、
京

都
、
奈
良
、
犬
陵
の
三
大
都
蹄
の
中
温
的
鞄
俄
に

も
立
ち
ま
し
て
、
他
日
琉
天
さ
で
も
申
べ
き
時
期

に
馨
っ
て
め
る
の
で
め
り
ま
す
、
淡
に
之
ご
英
に

自
然
に
起
り
怒
る
必
要
の
轟
項
も
多
蛭
多
葉
に
亘

語

帽

鱒
∴
染
-
病

謙
譲
醐
謀
議
謹
据

し
な
け
れ
ば
蝿
好
期
に
擬
し
、
完
全
に
町
の
獲
展

を
賞
現
し
太
田
蓮
町
を
建
設
す
る
聾
の
艶
恭
な
い

の
み
な
ら
ず
む
し
ろ
英
反
面
に
害
毒
を
受
け
る
に

過
ぎ
な
い
斌
態
に
立
ち
至
る
の
で
御
座
い
ま
す
、

憩
は
町
鵜
茶
の
間
題
抱
負
に
就
い
て
種
々
に
蕗
へ

て
居
る
の
で
あ
り
-
ま
す
、
芝
は
邁
々
ご
鏑
橘
淡
す

る
機
禽
も
め
る
轟
き
存
じ
ま
す
薮
に
今
題
は
施
薬

職
に
就
任
し
ま
し
1
花
に
際
し
、
深
く
讃
君
の
績
間

情
を
戯
翻
し
併
せ
て
厚
い
館
腰
駿
を
希
望
し
て
就

任
の
挨
拶
を
申
上
げ
る
の
で
館
塵
.
い
ま
す
、

思
想
囲
態
に
裁
て

攣
校
長
/
∴
大
　
江
　
　
聾

優
り
に
一
人
の
男
が
あ
っ
て
、
両
親
を
殺
害
し
、

発
泡
の
健
唐
を
焼
き
、
閏
鞄
膏
家
財
も
家
族
が
葬

げ
で
し
ま
っ
て
、
自
分
の
家
を
亡
ぼ
す
ぼ
か
も
二
卑

賎
塁
諜
講
評
補
講
諦
観

轟
評
語
琵
蕊
繋
撞
整

い
で
せ
う
。
そ
し
て
¥
よ
し
狂
人
で
あ
つ
て
も
、

そ
ん
な
賓
は
一
そ
片
付
け
て
し
ま
っ
た
方
が
よ
い

ご
お
思
ひ
に
な
り
ま
せ
ん
か
∪
ざ
こ
ろ
が
、
遽
項

こ
の
狂
人
に
似
て
、
、
賞
は
狂
人
で
な
い
五
第
の
入

閣
が
勅
も
随
分
身
分
も
あ
り
、
壁
間
も
あ
る
者
が

仲
間
を
搾
っ
て
、
子
も
つ
き
大
き
な
罪
悪
を
間
貸
ん
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で
居
た
革
が
ば
れ
た
、
き
い
ふ
こ
き
を
御
存
じ
で

せ
う
点

綴
筆
は
家
を
亡
ぼ
す
位
や
事
で
は
な
い
、
三
千
年

来
祭
え
で
泰
だ
腕
の
大
日
本
帝
国
を
根
本
か
ら
〈

専
た
い
て
し
ま
っ
て
、
丁
度
隣
の
支
那
の
園
か
、
口

シ
ャ
の
園
の
様
な
も
の
に
し
や
う
き
、
色
々
的
寵

で
計
劃
し
て
尾
花
の
で
す
。

脚
武
夫
墓
標
が
地
の
日
本
の
圏
を
観
建
て
下
さ
つ

l
て
以
埜
二
千
年
、
異
聞
歴
代
の
御
天
子
様
は
、
人

民
を
我
が
子
の
榛
に
恩
宿
し
て
園
を
御
治
め
下
さ

り
、
我
矛
の
先
潤
も
亦
天
子
様
に
は
命
を
捧
げ
て

お
っ
か
へ
し
花
結
果
、
今
日
世
界
の
一
箆
圃
き
し

で
、
線
で
の
人
類
の
間
に
関
れ
た
地
位
を
か
ら
得

て
、
奪
和
な
集
活
を
潜
る
撃
の
駐
茶
る
、
太
織
代

に
生
れ
合
せ
た
自
分
の
果
報
潜
で
あ
る
薯
を
忘
れ

て
、
狂
人
の
や
う
な
韓
を
垂
範
で
考
へ
る
者
が
一

人
で
も
私
達
の
仲
間
に
な
る
軍
は
、
誠
に
お
天
子

撥
に
翳
し
奉
っ
て
恐
多
い
吹
第
で
、
我
々
の
兜
細

に
向
っ
て
も
顔
が
立
た
な
い
苺
だ
ご
恩
ひ
ま
す
。
↑

加
も
こ
ん
な
悪
人
ざ
も
は
智
慧
が
あ
る
だ
け
、
な

か
}
I
や
ー
巧
嫌
璃
や
り
方
で
仲
間
を
誘
ひ
込
ん
で
、

一
度
引
醸
込
ま
れ
ね
が
最
後
仲
間
の
命
令
を
守
る

か
、
さ
も
崎
く
ぼ
、
生
命
を
取
る
さ
い
ふ
の
で
す

か
ら
、
質
に
恐
ろ
し
い
も
の
で
す
。

私
蓮
は
腕
の
カ
で
こ
ん
な
仲
剛
に
向
ふ
聾
は
許
さ

/
れ
ま
せ
ん
。
法
律
の
カ
も
表
に
現
は
れ
だ
醇
に
討

轟
畿
醐
露
謙
語
轟
黙
鵠
講

我
々
の
強
い
正
し
い
思
想
の
カ
セ
以
て
院
が
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。

暁
ま
ゝ
田
に
l
l
淡
駆
な
思
想
が
顕
が
っ
て
行
っ

た
な
ら
ば
束
は
我
々
や
、
書
々
の
子
孫
が
ざ
ん
な

恐
ろ
し
い
目
に
合
は
泊
ま
も
限
り
ま
せ
ん
。
今
の

中
豊
口
々
や
電
離
僻
の
世
界
に
類
な
き
轟
を
深

く
思
ひ
っ
君
が
代
は
千
代
に
八
千
代
に
轡
ゝ
汚
石

が
岩
を
な
っ
て
、
苔
が
生
え
る
造
楽
え
ま
す
榛
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ゼ
存
じ
ま
す
○

私
選
が
圃
家
き
い
ふ
考
を
深
ぐ
す
る
に
は
、
寧
素

巽
の
心
掛
が
大
蕾
な
撃
で
、
墓
室
の
韓
や
免
租
の
・

聾
を
吋
重
に
す
る
の
か
最
も
必
要
な
肇
だ
ご
恩
ひ

ま
す
。
朝
起
き
光
晴
、
伊
勢
の
犬
脚
官
撰
に
御
彊

識
棚
謹
欝
背
振
綱
譜
謡
擢
頼

る
か
ざ
い
ふ
掌
は
、
皆
穣
御
経
験
の
轟
き
榛
じ
ま

ざ
ご
恩
ひ
ま
す
〇

一
、
皇
室
や
国
家
の
行
事
を
毎
重
す
る
風
を
起
す

こ
き
〇

二
、
滴
紐
や
紐
先
に
つ
か
へ
る
こ
き
を
町
垂
に
す

る
こ
き
○
　
/

三
、
奮
泰
の
ゆ
か
し
い
習
慣
は
之
を
保
有
す
る
こ

エ

ゴ

○

例
へ
ば

嘉
一
国
、
囚
虜
譲

-
家
こ
ぞ
っ
て
氏
脚
に
憂
拝
し
繊
踵
を
申
上
砂

す
○

遅頃、

家
蚕
体
の
革
に
裁
て
/

囲
民
が
怨
頓
着
に
な
り
、
昏
々
の
先
親
が
仕
変
っ

た
菅
の
ゆ
か
し
い
留
醇
を
粗
末
に
す
る
優
が
あ
り

は
す
ま
い
か
き
思
ひ
ま
す
。
¥
か
う
い
ふ
こ
き
が
小

さ
な
寧
柄
で
も
鎗
程
大
革
袴
こ
き
で
、
固
体
を
忘

れ
過
激
な
思
想
に
引
込
ま
れ
る
基
を
な
す
の
で
は

な
い
か
ご
恩
は
れ
ま
す
○

そ
れ
で
今
後
金
町
こ
ぞ
っ
て
、
せ
め
て
軟
の
様
な

こ
き
だ
け
で
も
出
家
な
ら
結
構
だ
ビ
存
じ
ま
す
。

か
う
す
る
こ
き
が
、
私
選
白
身
の
気
韓
を
引
立
て

る
計
り
で
な
く
、
私
選
の
め
る
営
繕
ぐ
べ
き
幼
い

子
供
達
の
思
想
に
ざ
れ
種
ひ
び
く
か
ざ
云
ふ
轟
を

考
へ
ね
な
ら
ば
、
小
さ
な
事
で
も
鎗
積
大
事
な
掌

る
、
国
旗
を
掲
げ
て
家
の
行
革
を
家
内
申
で
町

重
に
取
得
ふ
。

二
月
四
日
∴
　
鯛
∵
∴
分

節
分
の
行
事
を
中
萱
に
取
得
ひ
同
時
に
脚
を
縁

り
究
理
を
ま
つ
る
。

二
月
十
一
箆
　
　
紀
元
節

紳
武
天
皇
榛
が
大
和
の
橿
原
の
宮
で
、
観
即
位

あ
そ
ば
し
た
日
盤
度
い
日
で
冷
罵
こ
こ
を
思
ひ

業
を
休
ん
で
国
旗
を
揚
げ
、
お
兢
す
る
享

二
月
十
五
日
　
寝
二
藤
倉

お
薄
遡
榛
の
な
く
な

り
す
る
○

お
寺
へ
お
参

二
月
十
七
宙
∴
∴
漸
年
縁

天
皇
陛
下
が
、
豊
年
を
お
漸
う
に
法
る
′
ぉ
縁
日

ノ
必
ず
馬
脚
へ
参
拝
す
る
。

三
周
三
日
　
　
雛
の
節
句

女
の
子
の
篤
に
行
聾
を
盛
に
し
て
、
子
供
を
よ

ろ
こ
ぼ
せ
る
。

一
二
月
六
日
　
地
久
飾
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皇
后
陛
下
の
御
誕
生
を
お
蹴
す
る
。
/

「
二
月
十
日
　
　
陸
軍
記
念
日

三
十
七
八
年
戦
役
に
奉
天
を
占
領
し
た
罷
念
の

臼
で
あ
る
こ
き
を
思
ひ
出
し
て
、
営
日
は
せ
め

て
、
管
轄
の
物
語
で
も
話
し
合
ふ
。

三
月
甘
一
日
　
秦
蚕
室
賽
稼
∴
∴
∴
　
や

国
旗
を
掲
げ
、
か
つ
風
発
の
み
た
ま
を
お
縁
す

る
〇

四
月
三
日
“
∴
細
武
天
皇
録

第
一
代
の
天
皇
榛
が
崩
御
に
な
っ
た
日
で
あ
る

か
ら
国
旗
を
掲
げ
等
お
経
の
意
を
表
す
。

四
月
末
日
　
を
羅
遡
横
の
衛
生
に
な
っ
た
野

花
ま
つ
も
や
お
寺
参
り
を
し
て
、
お
説
教
を
聞

く

〇

四
月
廿
九
掃
　
　
天
亀
二
筋
∴
　
」
。
一

天
皇
陛
下
衝
誕
生
の
目
脂
度
い
日
、
仕
革
を
休

み
、
国
旗
を
掲
げ
で
お
親
を
す
る
。

五
月
高
田
　
　
端
午
の
窃
句

男
の
節
句
こ
し
て
、
子
供
の
篤
に
鰹
蟻
を
立
て

嘗
蒲
湯
を
わ
か
す
。

五
月
廿
七
日
〆
∴
溝
軍
紀
念
日
　
　
　
ヾ

一
二
十
八
牢
の
今
田
日
本
海
で
パ
ル
チ
タ
艦
隊
を

滅
ぼ
し
た
闘
。
暁
鰭
は
盤
時
の
物
語
を
話
合
っ

て
、
戦
死
努
の
馬
を
す
る
。

六
月
十
日
　
　
時
の
薄
念
日

天
智
天
皇
榛
が
始
め
で
時
に
覇
で
の
制
度
を
お

寺
め
葦
な
っ
た
日
、
せ
め
て
今
日
だ
け
で
　
l
も
時

間
を
正
礎
に
守
る
。

七
月
七
目
し
　
七
夕
ま
つ
り

子
供
等
の
鶴
に
星
ま
つ
り
を
し
て
や
る
。

八
月
十
四
日
　
豆
腐
盆

お
豆
の
行
事
は
薗
怒
る
だ
け
吋
垂
に
し
家
内
そ

ろ
っ
て
、
心
か
ら
先
細
を
縁
る
。

九
月
些
二
日
　
秋
季
皇
露
簾
　
∵

党
風
の
お
墓
を
薄
め
御
霊
を
縁
る
、
国
旗
を
出

す
こ
き
を
忘
れ
な
い
。
　
　
　
1
∴
食
　
守

十
月
十
五
日
　
　
氏
細
密

お
嫁
の
行
事
は
、
お
客
本
位
で
堆
く
て
氏
荊
標

に
仕
へ
る
こ
き
を
町
垂
に
す
る
。

十
月
十
七
日
　
融
∵
藩
二
寮
、

天
皇
陛
下
新
穀
を
大
顧
客
へ
奉
り
給
ふ
既
、
国

旗
を
掲
げ
、
巽
に
細
を
縁
る
。

十
一
旦
二
郎
　
明
治
l
簡

明
治
夫
-
皇
揆
御
誕
生
の
田
、
囲
旗
を
掲
げ
大
帝

の
街
邁
篠
や
語
り
合
ふ
。

十
一
月
廿
三
日
/
　
新
嘗
祭

天
皇
陛
下
新
穀
を
脚
に
奉
ら
れ
御
親
ら
も
新
穀

を
き
こ
し
召
す
日
、
国
旗
を
掲
げ
蹄
を
祭
る
。

十
二
月
廿
五
日
　
大
正
天
皇
察
-

大
破
天
皇
揆
崩
御
の
日
、
園
態
を
掲
げ
謹
ん
で

御
邁
徳
を
追
慕
す
〇

、

吏
員
の
巽
勤

昭
和
三
年
一
月
二
十
一
日
就
職

隠
　
逸
(
彊
∴
養

田
遠
隔
長
代
恐
着

大
　
崎
　
善
　
狭
義

西

川

健

一

郎

昭
和
三
軍
二
月
二
十
七
日
就
職

河
　
原
　
彊
　
長
　
　
西

河
原
固
長
代
理
老
　
　
中

昭
和
三
年
一
二
月
十
七
日
退
職

収
入
後
　
　
車

昭
和
三
隼
四
月
十
一
日
就
職

も
　
　
吸
入
役
　
　
西

躍
穂
三
年
五
月
囲
接
遇
澱

町
　
　
長
　
　
青

昭
和
三
年
五
月
十
二
日
就
職

町
　
　
轟
　
　
雷

昭
聖
二
年
五
月
ヰ
七
岳
就
職

助
∴
∴
役
　
　
未

墾
務
委
員
　
聴

村
　
埋
一

川
輿
′
三
郎

村
　
三
　
三

岡
　
避
　
妊

川
　
忠
　
信

曲
∴
虎
　
三

日
∴
治
　
夫

邁
　
藤
　
拾

金
　
　
　
　
　
歯
相
異
三
次
郎

閲
和
三
年
度
間
蓮
町
　
　
「

歳
入
輔
験
算
二
親
テ

路
型
二
年
度
瞥
町
-
)
於
テ
必
要
ノ
経
費
ハ
左
謡
ノ

通
り
合
計
三
萬
二
千
八
百
十
四
囲
ヂ
御
座
イ
マ
ス

無
論
経
費
多
嬢
ノ
折
指
輪
叉
皆
様
方
ノ
負
担
ヲ
「

餞
デ
モ
軽
ル
ク
シ
タ
イ
ノ
デ
一
年
デ
モ
串
棒
ノ
地

衣
ル
モ
ノ
ハ
延
バ
シ
節
約
ノ
強
暴
得
ル
キ
ノ
ハ
節

約
ヲ
ナ
シ
マ
シ
テ
計
上
シ
マ
シ
タ
ガ
塙
之
レ
ダ
ゲ

ラ
要
シ
/
マ
ス
叉
駈
レ
ガ
歳
入
-
)
就
ギ
ヤ
シ
テ
王
威

ル
ベ
ク
負
担
ノ
公
寧
ヲ
繰
ッ
簾
叉
負
担
シ
ャ
ス
キ

榛
考
へ
マ
ン
タ
ガ
大
低
ノ
残
金
ハ
制
限
二
蓮
シ
ー
ブ

イ
マ
ス
只
家
屋
穣
附
加
穣
二
於
テ
相
嘗
線
路
ガ
有
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リ
マ
ヌ
ガ
腱
税
金
ノ
寧
ヲ
萬
メ
ル
三
下
か
最
モ
困

難
ヂ
ア
単
文
御
囲
リ
ノ
方
手
軽
山
出
泰
ル
ト
恩
や

マ
ス
ノ
ダ
此
ノ
位
)
)
止
メ
テ
ア
リ
マ
ス

歳
　
　
出

一
、
紳
麗
費
　
金
丸
十
園
　
　
へ

i
棚
倉
孫
脚
麗
辞
高
儀
脚
紐
酒
屋
紳
駈
ノ
三
斑
へ

側
線
新
年
繚
大
嘗
祭
二
町
ヨ
ヅ
僕
達
ス
べ
キ
簡

品
評
卜
紳
顔
料

二
、
合
議
箋
　
金
宙
二
十
七
回

町
曾
ノ
曾
議
ヲ
ヌ
ル
時
二
人
用
ソ
費
用
デ
町
禽

議
員
十
二
人
が
十
回
合
議
一
嶋
田
席
ヌ
ル
貸
費
輝

償
ヂ
一
人
一
日
が
一
回
延
百
二
十
人
分
厚
手

回
卜
や
議
書
配
給
料
ガ
五
回
鈴
輩
周
締
代
ガ
二

回
三
、
役
場
賞
　
金
七
千
七
百
五
十
一
回

町
長
報
酬
偉
観
田
富
五
十
回

助
役
報
酬
年
額
三
富
園

田
遽
恒
度
会
七
十
回
　
代
理
陸
長
全
二
十
回

薪
擾
長
全
六
十
回
　
　
代
恐
彊
長
全
十
五
回

奥
戸
障
長
全
五
十
二
回
代
璃
陸
長
金
十
二
囲

、
河
原
隠
長
仝
四
十
回
　
代
理
寝
長
全
十
慣

撃
落
委
員
四
人
一
人
年
額
十
二
回
　
四
十
八
回

溌
請
調
沓
員
五
人
一
人
寧
観
十
二
回
　
六
十
回

有
給
助
役
給
料
一
箪
第
六
甫
固
　
く

収
入
役
l
ヶ
年
分
給
料
四
百
八
十
回

審
議
四
人
一
人
月
俸
卒
均
三
十
九
回
一
ゲ
毎
分

町
長
貸
費
駆
償
年
璽
ハ
十
圃
名
昏
職
貸
費
瞬
償

こ
高
六
十
回

給
仕
一
人
月
俸
「
一
十
二
圃
役
場
小
便
一
人
用
二

十
四
回
田
遽
擾
小
便
月
俸
八
回
五
十
銭
薪
憶
小

便
月
俸
七
回
輿
昏
睡
小
鍍
月
俸
六
回
河
原
陸
小

便
俸
児
玉
圃
各
一
ケ
毎
分
舵
金
八
百
七
十
回

有
給
吏
員
旅
費
苗
七
十
回

傭
人
料
七
十
人
第
百
五
圃

有
給
東
員
及
給
仕
役
場
小
便
ノ
年
末
賞
輿
百
五

十
圃
要
員
遽
駆
慰
労
金
十
回

備
品
ト
シ
テ
役
場
デ
使
用
ヌ
ル
麗
々
ノ
法
親
類

ヤ
圃
書
類
諮
帳
簿
碕
手
枕
ノ
修
繕
火
鉢
湯
茶
ノ

器
具
類
ノ
補
足
等
ノ
費
用
三
百
四
十
回

春
醇
使
及
随
員
用
袴
新
調
費
七
十
図

滴
競
馬
ト
シ
三
下
リ
ブ
用
布
擬
ヤ
凪
練
妖
袋

謄
篤
原
紙
及
墨
肉
果
肉
木
炭
菜
寒
偶
因
堅
二
十

五
回

印
刷
費
ト
シ
テ
微
視
令
書
謬
報
告
用
紙
や
籍
用

紙
町
密
談
代
二
百
二
十
圃

電
話
料
郵
便
電
信
料
運
搬
費
八
十
五
回

吏
員
宿
彊
及
夜
勤
堀
留
料
六
十
七
国

師
邁
駈
雇
靡
、
薪
駐
種
斯
、
薪
僑
競
蔓
、
牽
横

遭
、
砂
利
置
場
ノ
借
塊
料
米
二
石
田
斗
一
升
五

食
代
八
十
五
国
　
　
　
　
　
　
　
歌

役
場
駐
在
所
町
道
籍
ノ
点
燈
料
六
十
六
国

憲
語
継
特
科
一
ケ
年
分
五
十
五
圃

文
具
料
三
十
四
回

町
村
長
宮
、
自
治
研
究
合
、
諸
諮
督
宮
、
声
籍

穏
務
協
議
倉
、
治
水
禽
等
ノ
雀
宮
填
、
町
醇
展

諮
研
究
費
四
百
八
十
回

役
場
、
駐
荏
靡
ノ
修
繕
費
百
回

四
、
土
本
質
∴
金
五
百
回

道
路
修
繕
壁
二
百
五
十
周

橋
梁
修
繕
費
百
五
十
圃

丑
、
小
学
校
費
　
金
一
萬
四
千
九
百
三
十
七
回

教
員
十
四
人
一
人
月
俸
卒
空
事
十
七
藍
十
銭

一
ヶ
年
-
分
「
萬
千
手
二
百
四
十
回

教
員
旅
費
二
百
回

教
員
鑑
室
料
六
十
回

小
便
一
人
月
俸
二
十
五
回
一
ヶ
年
葬
三
百
圃

傭
人
耕
一
ケ
毎
分
三
十
回
、

恩
給
基
金
数
員
給
料
ノ
甫
分
ノ
一
百
十
三
回
-

横
馨
手
管
一
ケ
年
分
十
重
圃

教
員
及
小
便
隼
束
賞
輿
及
遽
殴
着
慰
努
金
七
百

九
回

生
徒
賞
輿
一
人
率
均
二
十
五
銭
　
百
二
十
七
回

治
癒
蔑
見
量
騎
騒
駆
除
薬
代
六
十
三
酎

机
、
腰
掛
、
体
操
原
典
、
農
具
、
抱
囲
、
教
授

用
具
、
聞
薔
参
考
書
、
楽
器
ノ
新
調
修
繕
代
替

法
令
類
等
七
宙
五
十
回

石
炭
、
木
炭
、
議
席
繰
言
輸
除
用
具
其
他
消
耗

品
一
切
四
百
四
十
回

電
話
維
持
讃
五
十
九
回
、
通
信
費
十
五
回

儀
式
費
、
父
兄
食
費
、
職
員
禽
費
∵
運
動
禽
襲

撃
塾
食
費
、
職
員
研
究
費
、
農
場
敷
地
料
、
農

業
賢
留
嬰
三
百
六
十
六
回

校
庭
樹
栽
苗
木
肥
料
代
五
十
回

排
水
、
教
室
修
繕
費
一
工
百
回

一
、
賞
菜
輔
習
聾
校
費
千
二
百
二
十
六
回
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教
員
給
料
尋
任
一
人
月
俸
六
十
五
図
一
ゲ
年
分

晴間蓮町報

七
百
八
十
回

旅
費
十
五
回

第
倍
教
員
七
人
年
手
嘗
百
五
十
七
回

小
便
給
料
一
ゲ
年
分
十
二
回

恩
給
基
金
教
員
俸
給
年
額
ノ
百
分
ノ
一
八
回

教
員
隼
宋
慰
螢
金
八
十
回

教
員
住
宅
料
二
十
四
回
、
生
徒
賞
輿
十
五
回

国
書
標
本
代
四
十
駁
∵
筆
塞
用
紙
代
十
五
回

電
燈
料
一
ケ
年
分
五
十
五
回

顧
苗
代
二
十
五
回

一
、
高
徳
訓
繚
擁
壁
七
百
九
十
六
回

指
導
員
給
料
三
宮
四
十
六
回

旅
費
四
十
圏
、
小
便
給
料
十
二
回

指
導
員
賞
輿
二
十
圃

銃
、
J
擬
製
韓
、
背
嚢
、
金
棒
、
書
籍
代
二
百
九

十
入
園
∵
木
炭
、
諮
用
紙
四
十
回

痘
僑
費
二
囲
、
生
徒
賞
輿
十
回

儀
式
費
英
飽
二
十
八
回

一
説
露
奨
彊
講
師
轟

敬
藷
禽
費
百
二
、
十
五
圃

教
育
禽
奨
励
費
八
十
堅
固

一
、
億
染
病
議
院
費
　
四
十
重
囲

町
嗜
手
管
二
十
五
国
　
英
他
二
十
図

一
、
救
助
費
　
六
回

i
貧
困
者
及
榛
災
者
救
助
費
六
回

一
、
警
騰
費
　
六
百
五
十
一
回

組
頭
以
下
隼
手
管
及
消
防
手
出
携
手
管
二
百
三

十
三
国
　
費
輿
六
十
五
圃
　
場

脚
筒
及
陳
層
品
修
繕
五
十
回

演
習
出
場
賄
費
七
十
五
回

渦
院
議
曾
積
立
金
及
器
具
輯
際
代
百
七
十
八
回

建
設
物
修
繕
費
五
十
圃

-
、
財
産
管
認
費
九
十
九
回

畢
棲
建
物
保
険
契
約
三
萬
掴
役
場
建
物
保
険
契

約
一
韓
国
ノ
保
険
料
九
十
九
圃

一
、
諮
硫
及
負
担
　
二
千
宙
六
十
六
回

町
有
飽
ノ
塊
租
及
附
加
穣
四
園

田
遽
町
草
内
村
組
合
隔
離
病
舎
負
担
二
千
百
六

十
二
回

一
、
雑
支
配
∵
百
圃

滞
納
塵
分
費
二
十
回

行
族
病
人
取
駿
費
擦
欝
金
十
回
、

精
顧
病
者
撥
護
襲
繰
器
金
十
回

召
集
及
徴
兵
族
費
繰
馨
金
六
十
回

一
、
勧
業
諸
費
　
二
百
九
十
三
閻

魔
撃
試
験
壕
敷
地
料
果
八
石
三
斗
四
升
四
食
代

一
、
基
本
財
靂
積
庚
金
　
八
百
八
十
三
回

基
本
財
産
積
庚
金
七
百
八
十
四
回

攣
穣
基
本
財
靂
積
度
会
九
十
九
回

一
、
容
儀
壁
　
二
千
四
宵
四
十
五
回

天
亜
十
二
年
-
】
増
築
ノ
横
合
卜
運
動
場
績
醸
-
-

要
ジ
タ
借
入
金
ノ
償
還
金
二
千
三
宮
圃
卜
刺
子

百
四
十
五
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

一
、
醸
備
費
　
三
百
四
十
】
国

会
前
三
萬
二
千
八
百
十
四
回

今
逓
二
託
シ
マ
シ
タ
ノ
バ
昭
和
三
年
度
-
【
必
要
ノ

軽
費
デ
ス
雌
ノ
籠
費
ヲ
如
何
-
-
シ
テ
充
営
シ
マ
ス

カ
御
説
明
申
シ
上
ゲ
マ
ス

歳
¥
　
入

「
基
本
財
産
収
入
　
甫
七
十
八
回
　
　
下

役
壕
前
揮
醤
油
格
納
倉
贋
敷
塊
料
米
六
升
代
二

回

金
十
二
圃
五
十
曲
鏡
下
勤
薬
債
券
二
千

ノ
利
子
甫
四
十
六
回

小
勢
梗
塞
杏
財
産
都
債
預
金
六
回
二
十
七
銭
卜

勘
業
績
錯
五
官
八
十
回
ノ
利
子
三
十
回
/
　
l

一
、
使
用
料
及
手
駿
料
四
百
二
十
七
回

小
聾
横
授
業
料
　
高
等
科
遮
童
九
十
人
【
ヶ
月

一
人
三
十
銭
十
一
ケ
月
分
二
苗
九
十
七
回

督
促
草
薮
料
　
滞
納
金
額
十
回
以
上
一
遍
-
一
倍

二
十
銭
　
二
十
銭
以
上
一
遍
二
伸
キ
十
銭
　
二

十
鍍
未
満
一
遇
三
村
キ
重
鎮
蹟
金
三
十
五
回

証
明
手
薮
料
　
轍
鑑
証
明
一
倍
亜
銭
　
身
元
讃

明
一
倍
四
十
餞
　
納
穣
及
資
産
ノ
証
明
一
件
二

十
餞
　
閲
覧
一
件
重
鎮
　
暁
塗
二
十
図

月
籍
手
毀
料
　
戸
籍
謄
本
抄
本
一
枚
十
重
餞
原

籍
閲
覧
一
件
十
五
銭
　
舶
金
六
十
五
回

一
、
委
付
金
　
七
宵
六
十
四
回

国
擬
徴
牧
交
付
金
三
宮
五
十
六
回
′

府
穣
徴
牧
交
付
金
田
宮
五
圃

水
利
組
合
費
徴
収
交
付
金
三
国

一
、
園
崖
下
渡
金
　
三
千
七
百
圃

義
務
教
育
費
-
一
鞠
シ
園
庭
ヨ
ヅ
下
渡
合

一
、
繰
越
金
　
五
百
回
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昭
和
二
金
嚢
分
ノ
剰
鎗
金
濠
定
額

、
雑
収
入
　
百
八
十
六
回

役
場
反
古
買
郡
代
五
回

町
費
鰊
管
中
郡
千
百
回

聾嬢反古賓却代一国　　　　　　〈

行
嬢
病
人
擬
死
貴
人
取
援
襲
繰
替
金
戻
入
十
回

精
細
病
者
監
護
餐
線
番
金
戻
入
十
回

召
集
徴
兵
旅
費
線
番
金
戻
入
六
十
回

、
田
鶴
　
二
萬
七
千
四
十
回

地
租
倍
加
競
四
千
三
苗
七
十
一
回

宅
地
租
綾
瀬
千
六
十
回
飽
租
一
団
一
-
付
二
十
六

餞
田
畑
雑
地
租
鰹
額
六
千
四
帝
国
砲
租
一
四
一
-

伸
キ
六
十
四
鍵

特
別
地
鶏
付
加
穣
娼
苗
六
十
七
田

地
僚
二
宮
圃
未
満
ノ
モ
ノ
ー
ー
鞠
シ
テ
言
蝿
租
ラ

菟
除
プ
レ
マ
ス
カ
ラ
勝
二
特
別
地
碗
ヲ
賦
課
ジ

ャ
ス
襲
ノ
付
加
概
デ
ス
鞄
償
一
萬
六
千
四
帝
圃

-
一
灘
シ
百
分
ノ
三
、
七
ノ
百
分
ノ
七
十
七

螢
薬
睨
念
競
附
劾
稲
田
苗
七
十
七
回

轡
業
牧
径
穣
ノ
本
穣
七
百
九
十
六
図
本
稽
一
国

一
農
相
キ
六
十
餞
-
紗

府
穣
家
屋
穣
付
加
競
二
千
八
百
二
十
三
回

腱
務
金
ハ
家
屋
ヲ
所
有
シ
テ
居
リ
マ
ス
着
-
三

浪
レ
ナ
ク
賦
課
サ
レ
マ
ス
最
竜
賦
課
ノ
方
法
ハ

家
屋
ノ
種
類
郎
チ
本
家
離
レ
座
敷
、
納
屋
、
土
蔵

襲
他
ノ
悉
皆
ノ
坪
数
用
途
敷
地
ノ
地
苧
-
ヨ
ー
ソ

ー
プ
簿
薫
ヲ
設
ケ
テ
ア
リ
マ
ス
文
科
淫
楽
、
旅
館

湯
屋
、
理
髪
店
尊
ノ
螢
発
所
か
定
マ
ッ
ク
牽
カ

ラ
五
分
ノ
一
ヲ
城
ジ
賃
貸
ヲ
徳
永
住
宅
及
其
附

層
ノ
建
物
ハ
定
マ
ッ
ク
拳
カ
ラ
十
分
ノ
一
ヲ
媛

ジ
ル
ノ
「
ヂ
ア
リ
二
三
本
穣
一
圃
↓
肩
キ
五
十
餞

府
穣
軽
業
親
任
加
硫
五
雷
四
十
四
国

府
穣
軽
業
穣
六
甫
八
十
回
本
競
一
回
三
倍
キ
八

十
銭

/
府
離
籍
韻
穣
付
加
親
千
九
百
八
十
回

不
動
産
牧
得
稔
∴
塊
ノ
残
金
ハ
土
飽
ヤ
家
屋
ヲ

搬
得
ス
ル
ト
債
権
千
国
二
付
キ
十
二
回
ノ
不
動

靂
牧
得
競
ヲ
府
ガ
徴
牧
シ
マ
ス
其
擬
囲
甫
図
本

穣
一
固
-
)
何
キ
一
国
轟
十
銭
暁
金
宋
音
国

電
碇
擬
　
音
鹿
槌
一
本
一
)
付
キ
七
十
銭
金
受
桂
一

本
二
伸
キ
三
十
五
銭
鑑
塔
一
基
-
)
付
キ
二
回
十

関
銭
桂
一
本
妻
何
キ
一
団
重
鎮
ヅ
ツ
府
ガ
徴
収

(
　
シ
三
寒
成
再
五
十
憫
図
本
擬
三
園
三
倍
キ
一

回
姥
金
宵
五
十
四
国

選
輿
務
一
人
分
一
画
ノ
消
費
金
二
回
以
上
エ

チ
ル
時
二
回
エ
ツ
キ
五
餞
ヅ
ツ
府
が
徴
牧
シ

マ
ス
異
本
競
ガ
九
十
図
本
穣
一
囲
-
一
夕
キ
三
十

銀
塊
塗
二
十
七
国

英
ノ
飽
ノ
撥
種
穣
千
百
九
十
九
回

牛
車
馬
車
ノ
四
輪
車
ハ
一
輪
三
倍
キ
十
四
回

真
偽
ノ
モ
ノ
ハ
十
回
　
大
軍
小
五
国

軍
小
事
二
回
五
十
銭
　
乙
小
事
一
~
図
五
十
銭

乳
母
専
属
咳
外
ノ
乳
母
車
一
国

日
韓
寧
一
朝
-
-
付
キ

三
輪
車
以
上
七
回
　
二
輪
車
四
囲
五
十
銭

{
犬
一
頭
に
付
キ

猟
犬
及
神
三
国
　
其
f
勉
武
図

螢
薬
用
自
動
車
、
金
軽
、
酌
婦
、
代
書
人
等
ノ

本
穣
二
千
二
宮
五
十
五
図
本
藤
山
囲
-
)
付
キ
六

十
銭

ヽ
酵
別
競
馬
鞍
部
二
島
六
千
二
百
二
十
四
回
　
現

荏
声
顛
末
再
六
十
月
一
月
牢
均
二
輪
四
囲
末
路

一
銭

一
、
府
輔
助
金
　
百
六
拾
四
囲

僧
梁
瀬
轢
防
壁
補
助
金
八
輪
廻
圃
　
青
笹
訓
練

層
費
禰
助
食
入
拾
圃

÷
続
掛
費
補
助
金
　
二
掛
図

会
読
三
萬
二
千
凡
骨
拾
四
囲

右
ノ
内
町
擬
ノ
二
萬
七
千
四
輪
圃
ハ
皆
様
カ
ラ
徴

i
牧
ス
ル
ノ
ヂ
ア
リ
マ
ス
腱
穣
金
ヲ
綱
ム
ル
序
数
ガ

七
百
月
ト
シ
ャ
ジ
ル
ト
一
声
卒
均
金
三
輪
入
園
六

拾
三
関
ト
ナ
負
マ
ス
人
里
二
千
二
百
人
ト
シ
マ
ス

ト
一
人
常
り
八
回
四
輪
重
鎮
ト
ナ
リ
マ
ス

歳
計
金
ノ
内
攣
棟
関
係
二
要
シ
マ
ス
ル
藤
費

小
畢
枝
葉
　
二
昂
四
千
九
重
二
輪
七
回

賞
薬
禰
観
輩
校
費
　
千
二
宵
二
輪
六
回

築
擁
壁
　
七
百
九
拾
六
回

士
選
鞄
掛
顕
醸
蛍
雪
借
入
レ
マ
シ
タ

金
優
遇
卜
刺
子
金
二
千
四
百
四
輪
五
回

合
計
二
塙
九
千
西
宮
四
囲
デ
壕
貸
総
額
ノ
約
六
割

ヲ
古
顔
シ
マ
ス
丁
度
小
筆
校
費
ハ
免
童
一
人
-
一
位

キ
約
三
捻
圃
禰
管
掌
穣
盛
二
生
徒
一
人
一
-
付
キ
二

輪
二
回
三
輪
鐙
膏
寧
訓
練
所
賛
ハ
生
徒
一
人
玉
村

手
駒
拾
一
回
ヲ
要
ヌ
ル
ノ
デ
ア
サ
:
マ
ス
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∴
、

目
出
度
さ
高
齢
者

今
年
の
秋
京
都
で
行
は
せ
ら
る
ゝ
靭
大
典
に
際
し

養
護
盃
御
下
賜
の
恩
典
に
浴
す
る
本
町
田
の
高
齢

藷
は
な
の
二
輪
七
盆
で
あ
り
ま
す

年

齢

　

氏

　

　

名

　

　

蜜

離

∴

　

氏

　

　

名

八
〇
武
村
　
商
卒
　
八
〇
隆
埼
　
大
雄

八
〇
竹
島
源
有
徳
閏
　
八
〇
村
田
伊
兵
衛

八
〇
石
田
定
二
蛾
(
枇
○
西
川
　
キ
ふ

八
〇
小
西
　
テ
ィ

八
〇
森
村
　
イ
　
ト

八
一
親
王
　
イ
　
チ

八
〇
　
北
川
　
ダ
ー
牽

八
一
馨
多
　
ヨ
シ
三

八
二
太
田
l
　
キ
　
ク

八
三
中
尾
佐
太
郎

八
四
両
　
　
キ
　
ヨ

八
五
寺
本
　
エ
∴
キ

八
六
蓄
多
　
ミ
　
下

人
九
岡
野
∴
貢
　
ル

八
〇
′
里
西
　
タ
　
ミ

凡
○
喜
多
∴
リ
ユ

八
一
竹
村
　
リ
ー
ヨ

八
】
　
佐
瀬
　
カ
　
ノ

八
二
小
西
　
書
。
ト

八
三
∴
耽
∴
村
　
ソ
　
ノ

八
三
北
村
新
兵
衛

八
四
中
尾
　
9
　
キ

八
五
橋
本
　
幾
松

八
七
村
田
太
帝
衛
的

兵
　
　
韓
∴

昭
和
三
年
度
営
町
徴
兵
検
査
の
占

成
績
に
裁
て

本
年
度
の
徴
兵
検
透
は
四
月
三
十
目
元
郡
公
食
堂

¥
肉
京
都
聯
隣
接
徴
兵
藷
で
執
行
さ
れ
ま
し
た
欝
日

の
受
検
粧
丁
は
三
輪
車
名
で
雌
的
撃
横
在
韓
猫
醸

者
二
名
厨
在
不
明
者
一
名
で
合
計
三
名
の
不
褒
者

で
す
其
外
適
齢
未
満
の
志
願
者
三
名
寄
培
地
受
験

者
一
名
め
り
ま
し
て
藤
局
三
輪
三
名
が
滞
り
な
く

受
検
し
ま
し
た
今
莫
結
果
を
摘
託
し
さ
す
れ
ば
甲

種
合
格
者
塗
ハ
名
第
一
乙
種
四
名
第
二
乙
種
丸
谷

丙
種
四
名
で
め
り
ま
す
車
種
合
格
者
の
困
玉
名
は

要
員
超
過
で
第
二
補
充
兵
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
適

齢
未
満
の
志
願
者
は
三
省
異
見
掌
中
踵
に
合
格
し

き
し
清
華
に
し
て
本
年
度
の
泄
丁
は
線
で
の
点
に

充
分
理
解
じ
て
呉
れ
ま
し
た
結
果
山
人
の
ト
ラ
未

-
ム
当
花
柳
病
思
案
を
挫
き
な
ん
だ
野
は
営
町
の

誇
り
さ
す
る
厨
で
め
す
ま
す
叉
成
績
も
、
要
っ
て
良

好
で
あ
り
ま
し
た

甲
種
乙
踵
に
合
格
さ
れ
た
人
(
第
二
補
充
兵
を
除

く
)
は
恭
る
八
月
輸
九
日
京
都
帝
六
角
禽
鰭
で
抽

銭
を
敏
行
し
て
順
轡
を
定
め
ら
れ
ま
す

、
甲
種
合
格
者
の
氏
名

加

藤

春

雄

君

　

木

口

儀

夫

君

西
川
要
太
郎
君
　
　
里
村
治
夫
君

堀
井
徳
爽
君
　
　
苫
田
九
一
戯
二
若

岩
城
晴
夫
君
¥
鵜
藍
農
芸
欝

、
適
齢
未
満
志
願
者

河
村
幸
之
助
君
　
山
田
甫
∵
細
君

中

尾

善

一

君

海
軍
志
願
兵
瞼
賓

本
緯
二
月
三
農
相
楽
部
木
津
町
鶴
食
堂
で
海
軍
恵

願
兵
の
検
査
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
綴
喜
都
電
相
楽

郡
さ
で
志
願
者
六
名
め
り
差
し
だ
が
本
町
よ
り
の

志
願
者
西
川
厳
君
の
み
が
合
格
さ
れ
ま
し
た
然
る

に
適
職
な
掌
に
は
不
採
用
羊
言
ふ
通
知
に
接
し
ま

し
た
未
だ
拾
八
才
の
前
途
あ
る
青
年
で
す
恭
年
に

は
採
用
さ
れ
鳴
で
し
ょ

支
難
　
へ
　
出
兵

時
隼
↓
鬼
総
旧
に
朝
鮮
龍
山
野
砲
兵
籍
二
輪
六
聯

隊
に
入
螢
さ
れ
ま
し
た
西
川
貞
爽
君
は
五
月
五
日

支
那
山
東
方
面
の
急
襲
に
よ
b
派
遣
さ
れ
日
下
奮

闘
を
績
め
l
て
呉
れ
て
ゐ
ま
す

本
年
度
簡
閲
点
呼
に
親
で

現
役
志
願
又
は
徴
兵
に
依
り
入
隊
し
桂
轡
延
期
異

母
蝦
役
を
許
可
せ
ら
れ
て
下
士
を
惰
ら
れ
滝
藻
備

後
鯖
兵
　
　
/

東
亜
六
年
、
大
正
八
隼
、
大
亜
掩
年
、
大
遥
捻
二

隼
、
大
正
捻
四
年
、
昭
和
二
隼
任
官
の
下
士

一
年
志
願
抵
身
及
勤
務
演
響
進
級
の
下
士

太
睦
六
卒
、
大
正
入
牢
、
大
患
拾
隼
、
/
大
正
拾
二

隼
、
、
大
正
掩
四
年
徴
集
の
着

壕
備
後
備
後
兵
卒
及
教
育
を
受
け
た
輔
充
兵
但
し

荏
隊
三
月
以
上
の
着
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京

大
聖
ハ
隼
¥
大
正
八
年
.
大
駐
輪
年
、
大
亜
聾
一

年
、
大
正
輪
西
年
徴
集
の
者

在
隊
三
月
未
満
の
教
育
を
受
け
た
補
充
兵
及
泰
教

育
補
充
兵

大
遥
塑
二
年
、
大
正
拾
四
年
、
聴
和
二
年
徴
集
の

着石
蕗
管
着
が
本
年
簡
閲
点
呼
を
受
け
ね
は
な
ゎ
ま

せ
、
ん
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l
勤
務
演
習
に
裁
て

本
年
勤
務
渡
習
召
集
の
あ
る
隼
軟
は
左
の
通
り

丁
寧
志
願
艶
身
を
除
く
各
兵
科
下
士
は
大
境
拾
四

年
醸
備
役
編
入
案
ご
大
正
拾
亜
準
後
備
後
編
入
費

一
隼
志
願
兵
独
身
の
番
兵
科
下
士
は
大
正
捲
三
年

大
正
槍
玉
隼
深
備
後
縞
入
着
と
太
亜
拾
三
年
後
備

後
続
入
着
　
-

置
傘
志
願
盤
身
を
除
く
各
郵
下
士
は
大
正
輪
三
隼

預
備
役
編
入
着
き
大
正
輪
五
年
筏
鱒
後
編
入
着

各
兵
科
都
の
兵
卒

大
正
拾
三
年
兵
ご
大
正
七
隼
兵

火
　
照
　
の
親
許

大
正
九
年
掩
周
一
闘
魂
荘
園
勢
調
蚤
の
時
に
嘗
町

の
現
住
人
出
は
男
千
五
宵
拾
二
人
、
女
手
五
官
二

輪
五
人
合
計
三
千
三
輪
七
人
で
あ
り
ま
し
わ

大
正
勝
因
年
輪
月
一
鎮
現
在
国
勢
調
査
の
時
に
は

昇
千
六
甫
九
人
、
女
千
六
宙
二
輪
六
人
合
壁
一
手

二
再
三
拾
七
人
に
殖
へ
で
ゐ
ま
し
た

今
日
で
は
男
女
禽
討
三
千
六
苗
人
に
近
い
人
が
現

住
し
て
あ
ま
す
走
れ
か
ら
電
車
が
開
通
し
ま
し
て

雀
躍
の
人
が
住
居
し
ま
し
た
な
ら
ば
一
躍
四
千
人

以
上
に
な
り
ま
し
ま
、
一
そ
し
て
近
い
内
に
大
田
蓮

町
が
盤
恭
る
で
め
ろ
う
ご
恩
ひ
ま
す

今
過
去
捻
年
間
に
放
け
る
謡
生
死
亡
を
記
し
ま
し

て
塞
詩
に
供
し
哀
し
よ

二
二

一
五〇

二
一

三
四

四
〇

二二　埴

大
正
拾
四
年

大
正
拾
丑
年

昭
和
二
年

禽
静
　
一

一
〇
九

一

一

四

一
一
六

、
〇
七
三

八
三
、
二
六

六
〇
　
　
五
四

八
五
　
　
三
一

八
四
五
　
二
二
八

務

、
家
慶
を
親
ら
だ
に
建
築
せ
ら
れ
た
り
増
築
改
築
せ

ら
れ
て
坪
数
に
/
異
動
の
生
じ
た
場
合
叉
は
賞
賞
等

に
よ
り
厨
有
者
の
名
義
前
髪
更
し
た
場
合
は
寝
ち

に
役
蟻
へ
届
出
で
下
さ
い

府
観
螢
業
観
及
雑
種
椀
に
潮
で

府
穣
螢
菜
競
ご
雑
霜
窺
例
へ
ば
自
轄
事
牛
革
其
他

の
事
類
の
擬
金
は
四
月
一
輝
よ
り
九
旦
二
輪
国
造

は
上
年
期
接
見
一
日
よ
り
翌
年
三
喧
二
輪
一
騎
迫

は
下
草
親
子
し
て
途
中
で
廃
業
し
て
も
巽
学
期
分

を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
昨
年
の

四
月
か
ら
は
開
業
の
翌
月
か
ら
廃
業
の
月
ま
で
月

郡
に
て
穣
金
を
徴
牧
ず
る
こ
こ
に
襲
ね
‥
ま
し
た
そ

し
て
既
に
細
め
ず
み
め
分
に
勤
し
で
は
月
割
で
細

め
た
穣
金
を
還
付
し
て
も
ら
へ
る
の
で
す

廃
業
を
せ
ら
れ
た
な
れ
ば
瞳
も
に
其
事
績
を
せ
な

け
れ
ば
要
ら
ぬ
擬
金
を
輯
さ
ね
ば
持
ら
ん
聾
に
鳩

♭
ま
す
か
ら
御
注
意
し
て
下
さ
い
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〇
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¥
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任
表

.
繋
補
習
寧
梗

校

　

長

一
、
職

特
使
　
大
西
常
/
和騎

三
ヶ
年

躇
任
先
生

蘭
田
　
ハ
　
ナ

山
田
　
鳳
信
丁

慣

　

本

　

怒

奥
谷
　
滝
か

片
岡
薄
太
郎

善
本
　
千
代

出
島
二
光
次
郎

中
村
　
i
贋
二

木
口
　
新
治

小
　
泉
　
　
渉

村
¥
圃
　
　
朗

申

⑧
農
曾
長
移
動
　
　
　
¥

去
る
五
月
六
日
前
度
合
長
吉
川
忠
信
氏
は
今
般
家

郡
寧
合
上
退
職
さ
れ
て
後
任
に
青
山
塵
二
民
本
禽

縫
代
合
に
於
て
満
場
{
敦
を
以
て
推
薦
さ
る

⑧
今
年
の
稲
作
輯
投
法

苗
代
の
厳
損
は
昨
年
さ
は
無
速
の
進
歩
を
見
る

賞
に
熱
心
の
度

個
は
れ
ま
す

綾
を

築
き
な
る
こ
き

(
本
校
耗
職
期
間
)

田
中
　
隆
　
都
々
域
校
へ
　
/

瀞
一
ヶ
年
　
(
全

赴
任
　
片
岡
滞
太
郎
　
師
範
卒
業
　
汗

弓
名
書
寄
㌦
か
細
〃
1
　
メ
ー
ン
一
‖
∬
「
一
種
て
.

鶴
饗
禁
裏

升
の
得
、
反
鞠
の
場
合

も
豊
作
は
見
ら
れ

食
掛
は
多
岐
穫

合
新
発
田
の
、
成

、
大
豆
純
や

期
が
危
険

る
が
営
然

虫こ事績を慶高年不にしで人類石筆

好
な 駿

さ
は
或
る
一

日
田

細
り常

会
減
で
あ

く
外
は

筒
一
層

を
せ
な

⑨
西
瓜
栽
培
注
意
事
項

年
々
西
瓜
栽
培
家
の
増
加
を
見
る
こ
き
は
其
の

需
要
多
き
と
窮
易
に
販
責
出
泰
柏
皆
の
利
益
を
収

得
す
る
か
ら
で
あ
る
本
年
は
作
付
反
別
約
四
丁
余

反
歩
前
年
に
比
し
」
健
筆
の
作
付
で
今
の
兢
順
調

に
成
育
し
早
い
者
は
開
花
す
る
者
を
仝
ハ
月
五
日
)

醒
め
だ
が
西
瓜
は
第
一
に
妹
l
の
麗
筆
で
あ
っ
て

A
腔
料
で
あ
る
、
一
株
に
油
粕
二
升
週
燐
酸

三
勺
、
瑛
二
升
位
を
丑
図
位
に
施
す
今
の
排
列
牙

の
同
園
に
邁
肥
さ
し
て
不
足
の
肥
料
を
施
す
こ
き

A
摘
∵
顕
　
西
瓜
は
元
成
り
を
長
く
つ
け
て

置
い
て
も
巽
の
成
熟
甚
だ
瞬
く
且
品
質
も
劣
箆
で

あ
る
か
ら
二
兎
接
頭
は
除
去
し
た
努
が
よ
い
、
然

り
樹
勢
の
掻
い
も
の
に
は
こ
れ
を
除
去
し
な
い
方

が
を
の
薄
黒
が
よ
い
。
斯
く
し
て
大
抵
一
本
か
ら

三
四
額
を
得
る
様
に
す
る

A
顆
麗
し
　
来
賓
が
漸
く
熟
し
て
恭
る
ぜ

麓
埼
擢
養
鶏
簿
盤
醤
語

れ
は
何
で
も
な
い
も
の
し
撥
で
あ
る
が
、
然
し
之

を
行
ふ
き
行
は
ぬ
に
依
♭
て
阪
賞
に
大
影
響
を
軍

は
す
も
の
で
あ
る
か
ら
怠
っ
て
ば
な
ら
ぬ

A
人
工
砥
粉
交
配
法
　
　
こ
れ
か
ら
梅
爾
期
に

な
る
と
、
明
日
開
花
す
る
聡
桟
、
雄
花
の
上
に
、
南

瓜
の
葉
で
も
雨
を
覆
ひ
朝
の
八
時
迄
に
雄
花
の
花

粉
を
雌
花
の
上
で
筆
の
先
で
軽
く
醒
撥
に
付
け
て

文
元
の
通
り
に
置
く
そ
う
す
れ
ば
雨
天
で
も
緒
果

す
る
の
で
あ
る
是
非
樹
嘗
験
を
肴
堕
す
斯
く
し
て

一
週
間
早
く
帝
場
に
本
町
産
出
西
瓜
が
現
艶
し
た

時
何
れ
も
天
下
を
取
つ
ね
盤
う
れ
し
い
時
は
之
の

晴
で
あ
る
(
人
よ
り
機
先
を
翻
し
て
利
益
を
得
点
)

A
病
苦
虫
酸
隣
駆
除
法
　
西
瓜
に
は
顕
の
収

穫
霞
瀞
に
病
輩
出
の
だ
め
に
会
滅
す
る
こ
き
が
ゐ

節
鶉
擬
露
盤
雛
寵
講
面
の
都

出

田

人
で

●

　

　

　

I

’
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⑨
お
触
ら
せ

⑥
共
同
擬
人
斡
旋
品
目

雑
器
鯨
波
絹
諾
露
盤
蟻
霊
堂

石
油
箱
(
櫛
周
器
)
-
二
硫
炭
素
∵

鰹
　
子

)
“
∴
変
麗
子
交
換

灰
、
貝
殻
(
鶏
璃
)

⑧
変
の
槍
蛮

例
年
の
通
り
瞼
蚤
を
致
し
ま
す
か
ら
庭
謡
の
蕾
項

を
熟
議
下
さ
い
′

㊤
裸
変
は
正
味
　
拾
五
賞
の
こ
こ

③
小
変
は
正
味
　
給
田
賞
の
こ
き

儀
嚢
も
秋
を
同
棲
に
充
分
美
し
く
鑓
園
に

不
正
な
儀
装
の
場
合
に
は
検
査
を
中
止
す
る
こ
き

に
な
っ
て
居
り
ま
す

検
査
百
割
は
追
滴
邁
倒
す

⑨
夏
季
第
三
国
農
産
天
馬
評
禽

八
月
中
旬
を
定
め
て
第
三
国
寓
の
農
靂
品
評
合
を

開
催
す
る
醸
定
で
す
精
々
美
醇
な
の
を
今
か
ら
徴

準
備
下
さ
い

農
禽
こ
忠
言
ス

.
⑨
花
井
栽
培
兢
察

去
る
四
月
二
輪
三
日
青
用
命
長
太
田
技
手
外
輪

玉
名
は
、
農
家
の
副
菜
さ
し
て
集
約
的
に
栽
培
し

て
柚
常
の
剰
釜
を
得
て
め
る
先
進
塊
、
大
阪
府
豊

耀
郡
石
橋
、
西
前
場
、
箕
面
卒
町
方
面
に
漑
察
し

だ
、
親
察
勉
は
拾
三
年
覇
阪
輔
電
車
開
通
後
直
ち

に
宅
地
剰
周
さ
し
て
薄
手
し
た
農
家
は
何
れ
も
手

の
卒
位
の
鞄
面
に
で
、
幾
拾
圃
三
本
l
ふ
利
益
を
攣

げ
で
め
る
の
を
顧
察
し
大
々
的
規
模
に
栽
培
し
ー
て

め
る
の
に
驚
か
さ
れ
た
、
丁
度
本
間
も
目
覇
に
電

車
の
開
通
を
ひ
加
へ
て
浬
昏
す
べ
き
韓
で
有
意
気

闘
○

な
る
漑
繚
さ
し
て
藤
田
し
た
∴
へ

⑧
第
一
回
春
季
礎
擁
陳
列
禽

本
管
主
催
第
」
国
の
審
季
嘆
さ
の
花
輝
を
然
か

も
本
町
栽
培
の
種
々
を
小
撃
寛
一
童
の
手
に
よ
っ
て

集
め
光
点
毀
質
に
驚
く
べ
ぐ
、
高
氏
裕
也
点
種
々

嬢
多
の
花
麗
し
く
禽
場
を
飾
ら
れ
た
の
は
五
月
拾

六
癌
の
董
夜
で
あ
っ
た
、
営
臼
は
小
畢
生
に
勤
し

で
花
輝
栽
培
の
趣
妹
を
養
成
す
る
窪
め
に
、
田
城

因
襲
場
よ
り
購
求
有
望
な
る
草
花
を
集
め
で
、
式

壇
場
長
の
譲
渡
を
開
く
、
億
中
川
榛
に
依
頼
し
て

審
花
の
生
花
掩
駿
点
を
艶
品
陳
列
を
乞
ひ
、
確
聞

の
禽
壕
は
さ
な
が
ら
薬
園
に
遊
ぶ
威
か
し
て
園
の

寂
れ
も
慮
れ
て
花
に
見
と
れ
て
ゐ
詑
人
が
見
受
け

ら
れ
た
午
筏
拾
一
時
間
食
し
た

中
川
様
の
衝
後
援
を
紙
上
を
通
じ
て
感
謝
す

次
回
は
夏
花
の
朝
顔
類
を
宝
に
職
解
し
ま
せ
う

⑥
農
事
議
演
禽

五
月
一
日
年
後
七
時
国
選
校
に
於
で
、
擦
定
の

農
離
宮
を
解
し
て
、
講
師
は
有
名
な
る
京
都
府
穀

物
検
査
所
長
佐
藤
技
師
の
謹
撰
が
め
っ
た
、
嘗
夜

は
猛
厨
降
り
し
き
る
雨
中
を
苗
五
輪
雀
躍
の
駐
庸

器
が
あ
っ
て
偶
々
熱
心
に
蟻
諮
さ
れ
た
る
人
々
に

衷
心
戚
謝
や
す
に
は
屠
ら
れ
な
い
、
こ
の
調
子
宰

今
後
後
藤
な
る
農
薬
経
雀
を
有
利
に
切
り
抜
け
て

も
ら
い
た
い

⑥
本
町
特
選
太
撹
豆
の
出
荷

本
食
は
本
町
特
産
大
醗
豆
の
暁
荷
組
合
を
組
織

し
て
、
各
熱
心
な
る
営
業
者
の
競
豆
を
京
都
大
陵

帯
揚
に
艶
荷
し
て
鞠
外
的
に
名
壁
を
博
し
た
、
何

れ
も
独
荷
着
の
鰻
良
感
に
よ
っ
て
で
あ
る
泰
年
度

は
新
品
種
の
栽
培
を
奨
臓
す
る
胃
的
を
堪
っ
て
採

種
周
を
設
置
し
て
居
る
が
不
宙
何
分
か
皆
さ
ん
の

栽
培
競
豆
ざ
な
る
で
あ
ら
う
騎
泰
有
望
で
有
る

@
本
町
製
茶
大
量
品
評
禽
γ
」
競
責

本
管
は
六
月
丸
田
茶
業
小
組
を
連
絡
を
採
り
製

茶
の
品
評
禽
を
開
解
し
て
競
顕
官
を
開
催
す
出
品

点
数
は
三
輪
互
恵
に
し
て
丙
授
賞
蕃
・

煎
茶

薄
茶

玉露,

雷

三

卿

卿

之

助

　

小

西

董

三

川
佐
一
郎

相
異
三
爽
郎

本
年
一

本
町
茶
産
額
璧
萬
五
千
国
会
に
し
て
主
要
農
産
物

さ
し
て
婿
恭
改
善
の
余
抱
太
い
に
有
る
こ
こ
ゝ
て

本
日
艶
晶
の
製
茶
は
機
械
茶
犬
多
識
な
る
も
徳
和

機
械
使
周
法
の
研
究
の
急
務
は
審
査
員
の
注
目
さ

る
ゝ
点
で
有
っ
た

⑥
製
茶
機
械
使
周
法
講
習
曾
　
ら

本
宮
は
七
用
室
田
よ
り
二
田
飼
本
町
に
於
て
機

械
茶
製
造
法
の
賞
塊
使
踊
琵
習
合
を
闊
躍
す
る
轢

寛
に
何
機
擬
製
茶
寮
は
勿
論
今
後
奨
同
約
機
械
製

茶
設
備
希
望
者
は
是
非
萬
障
競
合
し
て
臨
席
あ
ら

ん
苺
を
、
講
習
生
に
は
資
格
な
し
、

園
に
薪
寝
国
東
別
々
の
共
闘
粗
藻
場
の
必
要
は

萬
人
の
期
待
す
る
廓
に
し
て
華
に
し
て
組
合
所
有

鬱
動
機
の
使
用
に
よ
り
質
現
す
れ
ば
今
一
段
の
急

進
を
認
通
る
こ
き
で
あ
ら
う

鬱
苗
代
品
評
禽
審
奮
l

第
六
回
の
金
町
薗
代
品
評
禽
審
査
は
離
農
禽
菅

井
技
師
青
山
農
管
長
を
始
め
各
縫
代
慶
長
籍
の
立

禽
審
査
の
葺
各
常
代
に
は
そ
れ
I
-
批
評
練
を
立

て
ゝ
轟
々
鑓
常
脅
威
に
努
め
る
こ
き
に
し
た
挫
聾

日
輪
二
駐
輪
囲
買
主
二
日
閲
で
あ
っ
た

(
⑥
新
興
戸
採
種
組
合

大
横
、
白
菜
の
擬
種
を
統
轄
せ
る
状
況
は
嘲
隼

に
此
し
巽
成
績
良
好
恭
る
二
輪
玉
田
頃
搬
入
濠
定


